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ようこそ東北大へ

• 理学研究科
天文学専攻‒ 天文学専攻

‒ 地球物理学専攻
‒ 物理学専攻物理学専攻

• 工学研究科
‒ ナノメカニクス専攻



可視赤外線観測装置技術ワークショップ

• 第１回 2012/ 2    国立天文台三鷹
• 第２回 2012/12 国立天文台三鷹第２回 2012/12  国立天文台三鷹
• 第３回 2013/12  京都大学
• 第４回 2014/12  国立天文台三鷹
• 第５回 2015/12  東北大学
• 過去の資料は

http://gopira jp/instws/2011/‒ http://gopira.jp/instws/2011/
‒ http://gopira.jp/instws/2012/
‒ http://gopira.jp/instws/2013/p g p jp
‒ http://gopira.jp/instws/2014/

より光学赤外線天文連絡会のホームページよりご覧いただ
けます 今回の資料も同様にア プ ドする予定でけます。今回の資料も同様にアップロードする予定で
すのでご協力お願いします。

装置開発についてのまとまった資料として参考にしてもら装置開発 資料 参考
える。



趣旨・背景趣旨 背景

• 可視・赤外線波長域の装置開発における情報共有や連携 技術の• 可視・赤外線波長域の装置開発における情報共有や連携、技術の
共通化を進めること。特にTMTやSPICAといった大型計画や大学
主導の中小規模計画が進行中の光赤外線分野では、このような連
携強化が強く求められています携強化が強く求められています。



可視・赤外の地上将来計画
• 2015年度光赤天連シンポ 土居資料より



可視・赤外のスペース将来計画
• 2015年度光赤天連シンポ 松原資料より



今回の構成

(1) 可視赤外線装置開発プロジェクトの現状と課題各プロジェ
クトでの取り組みと最新動向 各プ ジ クトからの課題のクトでの取り組みと最新動向。各プロジェクトからの課題の
提案。
‒ 各プロジェクトの現状、技術的課題の共有各 ト 現状、技術的課題 共有
‒ すばる次世代、TMT、SPICA、TAO、岡山 3.8m、など

(2) 光学素子・機械素子の最先端各グループや企業それぞれが
得意とする技術の提示 各グル プの課題の解決法の提案得意とする技術の提示。各グループの課題の解決法の提案。
‒ 広い意味で可視・赤外線観測に関わる要素開発
‒ 招待講演：羽根先生 MEMS ミラーと集積化招待講演：羽根先生 MEMS ミラ と集積化
‒ 大学院生の修士論文・博士論文に向けた研究の取りまと
め

(3)「次世代望遠鏡」合同セッション、次世代望遠鏡に関する技
術開発。
‒ 天文学に関する技術シンポジウムとの連携天文学に関する技術シンポジウムとの連携



発表形式発表形式

• 発表時間 (20+10 ‒ 25+5) はやや長めに取っていますので、途中で
の質問も入れてください。

• ポスター発表の方は今日の最後のセッションでスライド 1-2 枚のプ
レゼンをお願いしますレゼンをお願いします。

• 遠慮なく議論を。遠慮 議論 。



アナウンス

• 発表スライドの PDF、PPT ファイルを回収しています。

• 懇親会会場の地図は受付にあります。

• 名札の回収に協力お願いします。


